
３．小中一貫教育の取組概要

[神戸市] 神戸市立義務教育学校港島学園

教育課程特例・区切り・区切りを意識させる行事

形態・施設

教職員体制

市町村教育委員会等による支援

教科担任制・教員の相互乗り入れ

児童生徒の異学年交流

２．導入経緯

ねらい

１．学校・市町村概要

● 教育目標：豊かな心・確かな学力・健やかな体の育成

● 所在地 ：（小学部校舎）神戸市中央区港島中町3-2-3

（中学部校舎）神戸市中央区港島中町3-2-2

● 児童生徒数（H29.5.1時点）

小学部（前期課程） 中学部（後期課程） 前後期
計

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計 ７ ８ ９ 計

児童生徒数 103 95 95 96 83 87 11 570 78 74 65 5 222 792

学級数 3 3 3 3 3 3 3 21 2 2 2 2 8 29

特別支援
学級

特別支援
学級

● 神戸市概要：〔人口〕1,534,061人 〔学校数〕小学校163校，中学校83校，義務教育学校1校

・平成２３～２５年度 「小中一貫カリキュラム教科（英語）拠点地区」推進校の指定 （神戸市教育委員会）
・平成２６～２７年度 「小中一貫教育モデル事業」モデル校の指定 （神戸市教育委員会）
・平成２６～２８年度 「小中一貫カリキュラム教科（算数・数学）拠点地区」推進校の指定 （神戸市教育委員会）

●『学力向上』を目指した小中一貫教育の推進

●小中合同リーダー研修（第６学年～第９学年）

●学園文化発表会（小学部と中学部が互いに見合う児童生徒音楽会も実施）

●小中合同運動会における小中合同応援団（第１学年～第９学年）

●特別支援学級の小中合同授業 ●第５，６学年からの中学部部活動体験

●旧港島小学校（小学部校舎）の職員室を小中合同職

員室に改修（平成２６年）

●小学部校舎と中学部校舎間の移動は徒歩５分程度

●校長：１名配置

●小中一貫教育コーディネーター：指名あり

●教育課程の特例：「英語活動」

●区切り：６－３

●行事：前期課程修了式・後期課程進級式

●教科担任制：第６学年で一部教科担任制（社会科，算数科，理科，「英語活動」）

●乗り入れ：中学部教員が，小学部の算数科，理科，「英語活動」の授業へ

●市費加配教員配置
●小中一貫教育の効果測定（学校評価アンケート・生活アンケート分析）

【義務教育学校】

●施設隣接型
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手引 第6章 P72～77４．取組の工夫：小学校高学年における教科担任制，
乗り入れ指導～相互乗り入れ指導

５．これまでの成果と課題，今後の取組

●港島学園の「共動授業（乗り入れ指導）」

相互乗り入れ指導を導入することにより，次のような効果が期待されます。

・中学校の専門性を生かした指導を取り入れることにより，小学校での発展的な指導が充実する。

・小学校の教師と中学校の教師がティーム・ティーチングを行うことにより，主体的・対話的で深い学び

の視点に立った授業改善が推進される。

神戸市立義務教育学校港島学園では，中学部の教師が小学部第５，６学年の算数科，理科，「英語

活動（教育課程の特例）」に乗り入れ指導を行っています（平成２８年度）。特に算数科に重点を置き，

「共動授業」として取り組んでいます。

個に応じた指導を丁寧に行う小学部教員の授業

に，教科の専門性を生かした中学部教員が乗り入

れる授業。

「共動授業（乗り入れ指導）」を行うことで，児童は小学部と中学部との学習の段差が解消され，中

学部教員との交流も増えることで，中学部に進学する心理的抵抗は低くなりました。一方で，小学部と

中学部の教師がお互いに意見を出し合い授業を作り上げていくことで，互いの学習方法や内容を理

解でき，教師の個としての授業力向上につながることが期待できます。

来年度以降も，Ｔ・Ｔに限らず中学部の教師が中心となる授業など，より高度な授業を展開できるよ

うに研修を重ねていく必要があります。

子供の活動 Ｔ１（小学部教科担任） Ｔ２（中学部数学科担当）

１．問題把握

●バスケットボールにお
けるすべてのシュート数
と入った数を比べる。

・表で見ると複雑に見えるので，
表を見やすく整理したり数字に
置き換えたりする。

（具体的な活動）

・「半分」や「50%」など，割合に
関する発言を児童がした際に
取り上げ，板書する。

２．自力解決

●割合を求める数直線
の図，式を作る。

・補助シートで数直線の図を描
きやすくしたり，割合を捉えや
すくしたりさせる。

（具体的な活動）

・「どうやって考えた？」「この数
字が○○の場合は？」と問い，
考えを一般化に近づける。

（抽象的な活動）

３．学び合い

●お互いの数直線の図
と計算を説明し合う。

・「１０を１とみる」や「８は0.8に
あたる」など，特有の表現に立
ち止まり，児童と同じ目線で考
える。 （具体的な活動）

・数直線における「１」や「もとに
する量」という考え方を説明す
る。

（抽象的な活動）

４．まとめ
●本時のまとめをする。

・言葉の式を作り，一般化する。
（抽象的な活動）

●本時の目標 割合の意味を理解し，基準量と比較量から割合を求めることができる。

３試合目と４試合目のどちら
がよく成功したのかを数直
線の図を使って比べよう。

どのように比べればよいか考えよう。

割合を使うと比べることができる。割合は，
「比べられる量÷もとにする量」で求めることができる。

児童全体の理解度をＴ１と

Ｔ２で共有し，指導の確認・

修正を行う。

Ｔ１とＴ２の説明と児童の

発言により，割合の考え方を

具体的な段階から，抽象（一

般化）に推し進めていく。

教 科 第５学年 第６学年 乗り入れ教員

算 数 科 週３回 週３回 ３人

理 科 週１回 週１回 １人

英語活動 週１回 週１回 １人

次の授業展開例は，中学部（後期課程）の数学担当が小学部（前期課程）の第５学年算数科に乗り

入れ，ティーム・ティーチングで指導を行った「共動授業」の事例です。

専門的な立場で，

抽象的な考え方を導き出す

＜乗り入れ指導の体制（平成２８年度）＞

本単元の指導に当たって，小中の教員が合同で授業に当たる強みを生かしたい。１つは，小学部の教員が児童

の思考により近い具体的な思考をヒントとして提示し，中学部教員が「～の場合はどうだろうか」など一般化し

た考えを導く役割を担うようにする。

●指導に当たって

●本時の授業展開 （第一次 第１時，第２時）

（中学部数学科担当）

乗り入れ

【第５学年 算数科学習指導案】 単元「比べ方を考えよう」 ※ 港島学園授業研究会（平成29年1月30日）より抜粋

※Ｔ２は，事前にＴ１と指導展開

について確認しておく。


